
　チャフルはイシル地方のイシルトライアングルと呼ばれる美しい民族衣
装で有名な３つの村のひとつ。コーヒー農園で豆をより分けている女性達
は大きなボンボンのついた頭飾りの紐と見事な柄が織り込まれている帯を
身に着けている。腰布のコルテもひも類のベースの色も赤が基本で、以前
は上に着るウィピールも赤であったが、今は青やグリーンやさまざまな地
色が好まれている。昔のお祭りや儀式のときに着るウィピールは短めで木
綿の白地に小さなロバや鳥が絹糸で織り込まれ首周りも絹糸で刺繍されて
いたが、もう若い人には着られていないのかもしれない。そしてだんだん
と柄が大きく派手になっている。柄は時間がかかる縫い取り織だったもの
が中には織に見える様に刺繍をしたりする人もいるようだ。他の２つの村
（サンフアンコッツァル、ネバッフ）では木綿を使っているが、今ではこの
村のほとんどのウィピールが化学繊維で織られているのが残念である。色
があせず乾きが早い上に何より安く手に入るので木綿より好まれているの
だ。表の柄模様を汚さないために裏返しに着ている少女の赤いウィピール
には刺繍なら必ず見える斜めや横に行ったりきたりするはずの色糸が無
い。これが刺繍ではなくて片面縫い取り織りであるという特徴だ。

――グアテマラ、マヤの歴史を織る人びと――
チャフル

撮影：デニス・グレイ、フォトグラファー／解説：小林グレイ愛子、タペストリー作家

ア
ジ
研

ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ン
ド
８
月
号

編
集
・
発
行
／
日
本
貿
易
振
興
機
構
 ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
研
究
支
援
部

〒
261-8545 千

葉
県
千
葉
市
美
浜
区
若
葉
３
丁
目
２
番
２
　
T
EL 043-299-9735　

FA
X
 043-299-9736　

　
　
第
14巻

第
８
号
　
　
通
巻
第
155号

　
　
2008年

８
月
１
日
発
行
　
　

定
価
735円

ISSN
 1341-3406

本
体
700円

アジ研
ワールド・トレンド
発展途上国の明日を展望する分析情報誌

8
2 0 0 8

フォト・エッセイ●

北京の街角から
特集●

ミャンマー軍政の20年

第155号

ISSN 1341-3406

本誌は「グリーン購入法」の判断基準に
従い、再生紙を使用しております。



CONTENTS
  ワールド・トレンドアジ研

  2008・８月号
第 155号●目次

 62 アジア各国・地域　経済統計 図書館資料サービス課

 66 研究所だより

◆表紙写真：イラワジ川を渡し船で渡る人々（写真提供：裕林社、撮影：岡野浩二）

◆ 本誌に掲載されている記事などの内容や意見は、外部原稿を含め、執筆者個人に属し、日本貿易振興機構あるいはアジア経済研究所の公式見解を示すもの
ではありません。

 60 ブックシェルフ
新刊紹介／山田俊一編『エジプトの政治経済改革』 山田俊一
レファレンスコーナー／南アジアについて調べる・学ぶ 東川　繁

 1 巻頭エッセイ　　ナルギスと国民投票 斎藤照子

特集　  ミャンマー軍政の20年―何が変わり、何が変わらなかったのか

 2 ●特集にあたって─なぜ軍政は生き残れたのか 工藤年博
 4 ●新憲法とミャンマー政治のゆくえ 伊野憲治
 10 ●転機をむかえる国軍 中西嘉宏
 14 ●軍政下の宗教政策と宗教をめぐる状況 土佐桂子
 18 ●カレンの20年、民族の１世紀 池田一人
 22 ●国際社会とミャンマー軍政 石田正美・工藤年博
 26 ●ミャンマー軍政の外交を振り返って 丸山市郎
 28 ●財政改革が先送りされるカラクリ 久保公二
 32 ●揺れ動く対外開放政策 工藤年博
 36 ●日系企業から見たミャンマーの20年─期待と挫折と 小島英太郎
 38 ●「内向き」のコメ至上主義が貫かれるミャンマー農業 岡本郁子
 42 ●貧困問題・食料事情 藤田幸一
 46 ●日本の対ミャンマー外交 丸山市郎
 48 ●ミャンマー独立50年を経た後に ミャッ・テイン

 58 カルチャー・ショック

外国人のみた日本　サムライの左か、「右へ倣え」か？ バター・ガンボルド

日本人のみた外国　執事のいる社長室 星野妙子

 52 連載／もっとやさしい開発経済学　第9回　保健─その費用を誰がどのように賄うのか 内村弘子

 54 フォト・エッセイ　北京の街角から 今岡昌子



CONTENTS
  ワールド・トレンドアジ研

  2008・８月号
第 155号●目次

 62 アジア各国・地域　経済統計 図書館資料サービス課

 66 研究所だより

◆表紙写真：イラワジ川を渡し船で渡る人々（写真提供：裕林社、撮影：岡野浩二）

◆ 本誌に掲載されている記事などの内容や意見は、外部原稿を含め、執筆者個人に属し、日本貿易振興機構あるいはアジア経済研究所の公式見解を示すもの
ではありません。

 60 ブックシェルフ
新刊紹介／山田俊一編『エジプトの政治経済改革』 山田俊一
レファレンスコーナー／南アジアについて調べる・学ぶ 東川　繁

 1 巻頭エッセイ　　ナルギスと国民投票 斎藤照子

特集　  ミャンマー軍政の20年―何が変わり、何が変わらなかったのか

 2 ●特集にあたって─なぜ軍政は生き残れたのか 工藤年博
 4 ●新憲法とミャンマー政治のゆくえ 伊野憲治
 10 ●転機をむかえる国軍 中西嘉宏
 14 ●軍政下の宗教政策と宗教をめぐる状況 土佐桂子
 18 ●カレンの20年、民族の１世紀 池田一人
 22 ●国際社会とミャンマー軍政 石田正美・工藤年博
 26 ●ミャンマー軍政の外交を振り返って 丸山市郎
 28 ●財政改革が先送りされるカラクリ 久保公二
 32 ●揺れ動く対外開放政策 工藤年博
 36 ●日系企業から見たミャンマーの20年─期待と挫折と 小島英太郎
 38 ●「内向き」のコメ至上主義が貫かれるミャンマー農業 岡本郁子
 42 ●貧困問題・食料事情 藤田幸一
 46 ●日本の対ミャンマー外交 丸山市郎
 48 ●ミャンマー独立50年を経た後に ミャッ・テイン

 58 カルチャー・ショック

外国人のみた日本　サムライの左か、「右へ倣え」か？ バター・ガンボルド

日本人のみた外国　執事のいる社長室 星野妙子

 52 連載／もっとやさしい開発経済学　第9回　保健─その費用を誰がどのように賄うのか 内村弘子

 54 フォト・エッセイ　北京の街角から 今岡昌子



アジ研ワールド・トレンドNo.�55（2008. 8）― ��

▼
出
版
物
の
ご
案
内

●
研
究
双
書

＊
No. 

569　

水
野
正
己
・
佐
藤
寛
編
『
農
村
と

開
発―

農
村
開
発
論
再
考
』
三
、五
七
〇
円

（
税
込
）

＊
No. 

570　

小
島
道
一
編
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る

リ
サ
イ
ク
ル
』
四
、九
三
五
円
（
税
込
）

●
ア
ジ
研
選
書

＊
No. 

12　

工
藤
年
博
編
『
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済

の
実
像―

―

な
ぜ
軍
政
は
生
き
残
れ
た
の

か
』
三
、〇
四
五
円
（
税
込
）

＊
No. 

13　

山
田
俊
一
編
『
エ
ジ
プ
ト
の
政
治

経
済
改
革
』
三
、九
九
〇
円
（
税
込
）

●
ア
ジ
ア
を
見
る
眼

＊
No. 

110　

テ
ィ
ム
ー
ル
・
ダ
ダ
バ
エ
フ
著

『
社
会
主
義
後
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン―

変
わ

る
国
と
揺
れ
る
人
々
の
心
』
一
、〇
二
九
円

（
税
込
）

●
文
献
解
題

＊
No. 

41　

二
階
宏
之
編
著
『
朝
鮮
半
島
に
お

け
る
南
北
経
済
協
力―

韓
国
か
ら
の
視
点
』

二
、九
四
〇
円
（
税
込
）

●
情
勢
分
析
レ
ポ
ー
ト

＊
No. 

10　

吉
田
栄
一
編
『
ア
フ
リ
カ
開
発
援

助
の
新
課
題―

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
と
Ｔ

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
と
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
』

一
、五
七
五
円
（
税
込
）

＊
問
合
せ
・
申
込
先
＝
研
究
支
援
部
出
版
企

画
編
集
課
（
販
売
担
当
直
通
）　

TE
L:

０
４
３―

２
９
９―

９
７
３
５

FA
X

:

０
４
３―

２
９
９―

９
７
３
６

▼
最
近
の
主
な
海
外
来
訪
者

＊
ア
メ
リ
カ
＝D

r. Thom
as W

. R
oehl

（
ウ
エ
ス
タ
ン
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
経
営
学
部

教
授
）
＝
６
月
６
日

▼
次
号
の
特
集
は
「
イ
ン
ド
経
済―

成
長

の
条
件
」
で
す
。

研究所だより

『アジ研ワールド・トレンド』
第14巻第８号　通巻155号

2008年８月１日発行

編集・発行
日本貿易振興機構　アジア経済研究所

研究支援部
〒261-8545 千葉市美浜区若葉3丁目2番2

TEL 043（299）9735　FAX 043（299）9736
http://www.ide.go.jp

印刷
社会福祉法人東京コロニー　コロニー印刷

平成20年度発展途上国研究奨励賞の決定

　昭和55年に創設された「発展途上国研究奨励賞」は，発展途上国
に関する社会科学およびその周辺分野における調査研究の優れた業
績を評価し、この領域における研究水準の向上に資することを目的
としています。
　今回選考の対象となったのは、平成19年１月から12月までの１
年間にわが国で公刊された図書、論文など発展途上国の経済、社会
などの諸問題を調査、分析したものです。
　平成20（2008）年度は下記の作品が選ばれました。

　最終選考の対象となった作品は授賞作のほか、次の作品でした（著
者五十音順）。

●青山瑠妙著『現代中国の外交』 （慶應義塾大学出版会）
● 大野昭彦著『アジアにおける工場労働力の形成――労務管理と職

務意識――』 （日本経済評論社）
●柯　隆著『中国の不良債権問題』 （日本経済新聞出版社）

〈 最終選考対象作品 〉

『老いてゆくアジア』　　（中央公論新社）
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  センター主任研究員）
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